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大
脳
な
減
少
、
生
活
水
準
の
上
昇
の
一

面
で
あ
る
家
彪
耐
用
化
製
品
の
普
及
等
と

あ
い
ま
っ
て
、
育
児
期
を
除
け
ば
主
婦

の
宿
泊
甥
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
と
と
を

意
味
し
て
い
る

ま
た
、
米
子
の
結
罰
則
の
時
期
が
五
八

二
一
一
成
か
ら
五
二

・
五
歳
へ
と
低
下
し

て
お
D
、
一
方
平
絢
帰
命
を
み
る
と
男

子
四
六
・
九
年
、
女
子
四
九

・
六
年
か

ら
お
子
七
0
・
}
一
年
、
女
子
四
五

・
五

年
へ
と
者
し
〈
伸
び
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
未
子
が
結
婚
し
て
家
庭
を
山
山
た
後

は
二
人
で
十
五
年
近
く
生
活
す
る
期
間

が
あ
P
、
ま
た
、
夫
の
死
亡
の
後
、
受

i

j

b伎
の
消
に
一
つ
残
つ

に

死

ぬ

ま

で

八

年

間

過

と

す

と

い

っ

た

「

E
1
j

一
三
疋
一

て
い
た
柿
の
文
も
今
宮

ょ
っ
に
中
高
年
の
期
聞
が
若
し
〈
延
長

一
時
間
一

で

m山i
一
司
え
て
い
た
。
今
年
も
あ

禁
固
に
お
い
て
も
計
義
務
の
一
動
一
句
て
き
て
い
る
こ
と
差
せ
て
い

一

手

一

と
官
室
え
る
だ
け
と

一

「

¥

一

を

て

し

ま

う
た
。
年
の

き
に
応
じ
て
、
婦
人
の
地
位
、
役
割
に
一
次
に
、
財
人
の
蔓
状
況
を
み
る
と

7
F
一

一

一
ヨ
凧
一

定
デ
パ
ー
ト
の
は
で
な

対
す
る
認
曲
師
、
評
価
は
変
化
し
て
き
で
一
二
十
五
年
に
一
三
七
六
万
人
(
沖
縄
を

一
ヨ
隔
州
一

一

一
F
苛
ハ
一

お
腹
容
の
大
売
出
し
に
は

い

る

。

一

を

除

く

。

〉

で

あ

っ

た

婦

人

の

就

業

者

「
円
し

一

t
l
i‘
じ
ま
hu
、
紅
白
歌
合
戦
に

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
昭
和
二
十
-
一
一
は
四
十
五
年
に
は
二
O
四
七
万
人
(
沖

一

終

る

。

ど

と

の

婦

人

雑

誌

に

も

「

お

せ

年
に
制
定
さ
れ
た
臼
京
国
憲
法
第
十
四
一
絡
を
除
く
。
)
と
大
阪
な
淘
加
を
一市
し

一

ち
税
理
」
が
世
相
せ
ら
れ
、
前
得
の
生
花

条
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
国
民
は
法
の
一
て
き
て
い
る
が
、
四
十
八
年
以
降
は
不

一

で

飾

ら

れ

る

・

毎

年

乙

の

よ

う

な

絞

返

下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
同婦問
、一

況
の
影
縄
問
酔
受
け
て
、
五
十
年
度
に
は

一

し

を

し

な

が

ら

斬

ら

し

い

年

を

迎

え

性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
白
一
一
九
六
六
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

一

る。

A
叶
年
も
ま
た
深
刻
な
不
景
気
の

政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
一
般
近
の
婦
人
労
働
者
の
溜
加
は
既
婚

一

ま

ま

溶

れ

よ

-

ジ

と

し

て

い

る

ι
町
議
倒
産

お
い
て
一
差
別
さ
れ
な
い
」
と
規
定
さ
れ
一
の
鮒
人
の
地
加
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

'

-

一

一

万

五

千

五

百

停

d

、

負

債

額

二

兆

二

な
お
、
国
際
婦
人
年
に
統
〈
+
年
間
一
鮒
人
に
関
す
る
施
策
の
企
図
、
推
進
等
一

②
さ
て
、
婦
人
の
地
位
令
ぞ
の
生
活
一
幹
回
避
的
保
理
と
し
て
法
の
下
の
男
女
平
一
〈
、
有
配
偶
者
が
三
十
年
で
一

O
六
万

一

一

一

一

一

噌

喝

9
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千

億

円

台

で

史

上

級

官

崎

に

な

る

と

い

は
「
里
帰
人
の
十
歪
で
あ
る
と
国
一
直
る
た
め
、
昭
和
五
十
年
九
月
各
界
一
条
件
は
社
会
、
雲

、
政
治
、
老
等
一
察
議
さ
れ
る
乙
と
と
な
っ
た
。
一
人
ハ
一
一
0
・
九
%
〉
で
あ
っ
た
も
の
が
一
ま
た
驚
長
官
雲
晋
に
つ
い
で
9
.

一

.

3

・
ロ
ッ
キ
ー
ぷ
件
に
振
り
回
守
口
れ

連
総
会
で
決
定
さ
れ
、
平
等
、
開
発
、一

の
代
表
者
、
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
巴
一
に
よ
り
異
な
る
。
一
③
現
代
の
婦
人
問
題
事
え
る
に
当
っ
一
五
十
年
に
は
五
九
九
万
人
(
五
了
四
一
て
は
、
火
活
奇
は
平
等
で
な
い
と
一
乙
の
よ
う
に
、
現
代
に
お
い
て
も
、一

ま
ず
宍
は
、
接
、
出
鑑
定
じ
一

平
和
の
悶
際
婦
人
年
の
目
標
達
の
た
一
「
婦
人
問
題
企
軍
進
会
議
」
が
発
足
一

国
際
婦
人
年
世
界
会
議
に
お
い
て
も
一
て
は
、
昭
和
=
平
年
代
以
降
の
経
済
の
一
%
)
で
あ
D
、
死
積
率
を
加
え
る
一
思
っ
て
お
り
、
男
子
霊
友
も
同
竺
霊
に
お
け
る
妻
の
ま
的
平
今
、一

め
と
す
る
震
の
俣
叩
設
で
あ
る
。
量
一
ま
し
た
脳
会
の
「
お
き
ば
れ
」
に

め
の
妨
害
わ
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
て
震
に
お
い
て
も
「
賢
建
企

一「
婦
人
の
平

2
3和へ
の
智

一
成
長
や
生
活
水
準
の
向
上
等
系
人
の
一
と
さ
一
一
一
五
銭
婦
人
が
努
し
一
の
関
室
示
し
て
い
る
。
事
出
産
一
驚
の
級
会
均
芳
香
待
通
の
芝
、一

出
産
詩
人
に
と
っ
て
槌
め
て
東
芝
一
日
日
立
は
待

ω
切
れ

い

る

。

一

薗

護

寄

与

設

置

さ

れ

、
関
係
各

τ一dに
関
す
る
一
九
七
五
年
の
メ
キ
シ
コ

一
生
活
周
期
主
要
件
に
支
た
査
一
て
い
る
乙
と
と
な
る
。
一
義
言
動
め
を
や
め
る
こ
と
を
や
む
一
塁
語
、
書

室

、

年

金

等

霊

一
も
の
で
あ
夕
、
ま
た
次
代
を
号
室
一
イ
シ
ド
と
護
只
今
朝
も
多
く
の
矢

十

時

都

ド

M
M
M
U
一
山
町
れ
れ
れ
錦
町
山
日
間
町
山
山
一
詰
ト

w締
結

伝

説

一

打

球

%

化

を

考

慮

す

る

ζ
ル

タ

必

一

み

刊

明

日

持

ヨ

当

時

一

は

刊

誌

一

伐

採

設

一

路

間

mur誌
訟

は

一

佐

川

村

山

時

計

尚

一

去

を

に

吐

ロ

ぎ

れ

て

い

〈

い

ポ

建
還
を
閣
内
施
策
へ
取
り
入
れ
、一

む
た
め
の
体
制
の
渡
衡
が
閃
ら
れ
た
・
一
化
の

類

、
新
聞
際
経
済
秩
序
の
霊
一
妻
、
婦
人
の
喜
同
期
に
つ
い
て
一
六
四

・
四
%
と
般
車
弘
幸
柔
一
え
ば
動
め
を
や
め
な
い
と
答
え
て
い
る

一ど

鮒

人

の

問

題

を

め

ぐ

る

問

題

は

き

一

て

い

る

。

一

l
ナ
ス
ど
こ
っ
か
、
占
か
ら
襲
も

一シ
才
一
一
ズ
ム
、
産
地
五

、
ア
パ
ル
一
昭
和
十
五
年
と
四
十
七
年
を
比
較
し
て
一
し
て
い
る
も
の
の
売
期
、
教
事
を
一
人
が
妻
子
去
し
て
い
る
。
一
残
こ
さ
れ
て
す
、
法
や
震
の
告
一
笠
は
、
育
児
塁
の
撃
で
あ
一
出
て
い
な
い
と

ζ
2あ
る
と
い
え

一
ト
ヘ
イ
ト
(
民
高
援
策
〉
の
撒
酬
と
み
る
と
、
十
五
年
に
は
、
四
空
の
夫
一
終
え
た
中
翠
に
な
っ
て
再
び
就
職
す
一

ζ
れ
ま
で
み
て
品
目
た
よ
定
、
査
一
と
現
実
と
の
か
い
献
は
な
お
妻
宅
一
る
。
婦
人
の
就
君
主
長
大
の
派
一

A
「
羽
野
洋
平
っ
て
格
好
良
い
わ
ね
、

一
室

長

し

、
一
方
、
西
欧
量
福
一
と
一
一

0
・
八
歳
で
結
婚
し
て
い
た
が
、一

る
た
め
、
四
O
出

九

歳

a6・
妥
一
で
は
去
の
役
割
分
担
な
ど
の
還
に
一
の
が
あ
D
、

2と
も
こ
れ
ら
の
不
平
一
理
季
語
、
売
の
問
題
の
ま
一
お
い
人
っ
て
す
て
き
霊
期
間
中
、

一立、

男
女
平
語
震
の
た
め
に
は
各
一
四
十
孝
信
義
者
夫
と
二
十
三

一
0
0主
義

五

四

・
四
%
と
高
く
な
一
夢
づ
く
霊
祭
ず
u

禁
依
然
と
し
一
当
差
別
を
解
消
し
て
い
〈
こ
と
が
必
一
三
会
、
育
児
に
つ
い

職
種
の
確
保
と
待
遇
改
善
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母
子
保
健
な
ど
重
点
に

去
十
一
年
十
一
月
、
昭
和
五
十
年
匙

摩
存
政
年
次
望
ロ
審
議
論
、
各
論
〉

が
発
炎
さ
れ
た
。
特
に
総
諭
は
、

Mm人

と
社
会
保
障
に
関
す
る
諮
問
題
を
二
七

四
頁
に
わ
た
っ
て
取
ト
げ
て
お
hu
、
乙

の
望
暑
の
序
守
口
は
今
後
の
婦
人
と
社

会
保
障
に
怠
義
深
い
も
の
を
一
不
し
て
い

る。

ζ
れ
を
要
約
す
る
と

ω一
九
七
五
年
は
閣
際
迎
合
に
よ
D
、

「
悶
際
婦
人
年
」
と
さ
れ
、
メ
キ
シ
コ

シ
テ
ィ
に
お
い
て
「
間
際
婦
人
年
世
界

会
必
」
が
、
①
男
女
平
等
の
促
進
、
②

開
草
地
努
力
へ
の
婦
人
の
全
面
的
参
加
の

後
保
、
③
国
際
平
和
へ
の
婦
人
の
氏
献

に
関
す
る
行
動
の
強
化
の
三
つ
指
ι
目
標

と
し
て
一
一
ニ
三
ヵ
国
の
国
々
と
各
種
の

械
関
、
回
俸
の
参
加
の
も
と
に
開
か
れ

.
一
十
八
の
決
ぷ
突
が
採
択
さ
れ
た
。
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多
い
と
る
づ
え
旨
わ
れ
る
の
で
、
と
れ
ら
の

一
人
の
経
済
的
自
立
、
援
助
の
た
め
の
お

一
債
の
充
実
が
必
段
と
な
っ
て
く
る
。

一
傍
四
は
4
6F
伐
の
保
障
で
あ
る
。

3
で

一
み
た
よ
う
に
商
品
m
に
な
る
同
日
婦
人
の
割

一
合
は
多
く
な
り
、

世
間
輸
の
婦
人
の
経
済

一
的
、
叶
締
約
安
定
か
図
る
た
め
に
も
所

一得
m
陣
、

bw保
障
、
社
会
福
祉
サ
l

一ピ
采
の

H
品
川
的
な
雌
岨
慣
が
雲
儲
さ
れ

一る。
一

第
五
は
九社
会
m
n
m老
相
一
-
コ
人
々
の
間

一
間
唱
で
あ
る
ゆ
丹
波
婦
、
畑
町
田
刷
、
家
庭
京

一住
民
等
の
聡
支
は
知
人
の
活
性
を
十
分

一
宅
か
し
た
も
の
だ
と
己
れ
て
お
P
、
ま

一
た
、
差
以
保
障
の
骨
野
に
お
い
て
も
軍

一
喫
な
位
相
却
を
喰
た
す
と
と
か
ら
、
今
後

一も
引
き
己
主
、
こ
れ
ら
の
職
種
の
健
保

一と
待
活
改

ι之
凶
っ
℃
い
〈
こ
と
が
場
一

まれ，
oe

ふだんの暮らしに役だっ

使L亡なしたい、定期です。

毎日の草らし{こ必要な鋭だけは、普通預金に

漬けておL、て、放ったお金li総合口住の定期償

金にしておトるまとまった資金づくりの手がかり

ができますエコースは2年 ・l牛 ・6ヵ月といろいろ。

思わぬ出資が生まれたら〈協和〉の自動融資で

総合μ座にお頂けの定期演金の車鵠夏の90%、
段tおlOOJJ円まで自動的に{首りられますLいま通

艇の中で迷っているお{1t1立、いざとL、うときにも

役に立ゥ総合口箆の定期m金にじておきましょ
う。ふだんの暮らしに蝉)Jがつきますh

使いながら貯めてL貯めながら使う。
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定期にじCゆとりをつけましょう。
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膏
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鉱
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ず
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融
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出
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史
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ぶ
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よ
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入
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で
す
か
ら
ー

も

‘

-

人

息

寸

歩

志

つ

阻

白

心

帽

を

察

車

問

L
陸
、
わ
ず
か
宜
封
レ
か
加
盟
百

会
で
も
実
態
調
査
開
始

せ

ざ

る

を

槽

な

か

っ

た

と

い

う

。

ま

た

は

晶

匂

ま

せ

ん

が

、
そ
れ
だ
け
に
併
用

喝
事
も
力
強
い
閤
E
唖
剖
し
な
が
ら
と
怠
に
は
人
由
一
史
を
従
事
じ
ま
吉
れ
る
簡
で
あ
る
と
思

3
』
く
だ
さ
つ

も
、
今
世
誕
生
し
て
〈
る
と
4
7
矧
苦
れ
う
可
臨
世
を
正
ん
だ
「
世
主
管
問
圃
」
ザ
品
開
空
え
ま
予
』
白
臨
A
E
に
は
書

る
問
凪

昭和5ユ年ユ2月ユ。白 f金園田目〉

「婦人矯風会」創立90周年祝

"'......，町、J
陪覇

自
主
軽
量
韓
国
間
人
蝿
皿
金
は
、
開
国

十
九
年
白
劃
す
間
以
来
、
世
牌
の
平
和
、

同
車
、
排
酒
を
掘
じ
る
し
に
、
軒
抽
一

E
L
昔
前
寓
目
宜
理
世
D
t
由
、
そ
白

時
代
を
曹
ず
る
吐
金
曜
と
闘
い
、
今
日

も
日
々
起
き
る
開
聞
凪
と
桔
唱
に
h
h
u

〈
ん
で
い
る
日
宜
量
判
の
聞
人
団
障
で

晶
る
.
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一
昨

一川

高
皇
予
冬
、
地
童
書
か
し
川

一川

目

出

川

相

川
州

刊

川
川
川
川
山
山
川
州
川
山
刊
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
m

t
方
同
へ
単
み
た
い
と
思
い
手
。
川

一川

山

叫

占

『

向

ヨ

d
w則
訓
山
川
川
W
州
川
叫
町
訓
川
馴
町
山
引
制
叫
阿
川

た
と
え
ば
筆
、
属
人
式
回
目
に
附

同
盟一一三
V
血
刷
出
一
匹
目
昨
日
川

誌
な
れ
沼
山

一
山
山
川
川
川
V
仰
山
附
山
川
山
内
戸
川
山
川
川
山
山
山
山
地
y
附
川
Y
M品
川
川
問
団
旭
川
山
M
『
l
h
h川
と
と
も
に
、
と
〈
に
、
璽
曹
を
同
車
川

一

川

l

1

1

1
1

1
1
1
1
1
11

し
で
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
へ
お
間
p
川

一

川

‘

を

占

い

て

頂

い

て

い

る

コ

ー

ナ

ー

な

川

一
川
『
問
る
い
護
?
と
と
容
の
副
会
窓
会
一
十
年
」
若
葉
に
な
る
の
産
な
い
か
と
心
酎
革
、
求
人
に
ぎ
は
れ
て
い
る
川

一
川
哲
装
置
語
』
と
い
う
ご
草
白
書
長
君
主
、
そ
の
裏
書
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
さ
れ
に
対
き
で
す
ま
た
暗
雲
苦
労
を
川

一
川
控
室
止
さ
ん
の
富
.
に
霊
だ
っ
た
と
白
E
.
若
姐
し
て
な
い
わ
げ
で
は
あ
E
ま
せ
ん
長
い
主
、
ふ
喜
と
暗
号
璽
川
高
室
哲
学
柱
、
そ
れ
ぞ
れ
白

而

聖

書

聖

霊

主

三

十

基

あ

っ

て

、

寝

間

も

な

い

田

制

議

室

母

さ

ん

が

た

が

、

書

を

継

し

ず

お

り

ま

す

」

川

愛

で

、

号

室

・
量

買

直

一
州
軍
、
E
口
に
一
一
平
年
と
い
っ
て
も
、
ニ
士
示
会
董
古
田
警
な
岡
市
し
て
主
宰
帯
主
主
支
え
と
い
ヨ
世
睡
と
と
も
に
川
し
、
話
回
た
め
に
今
、
払
た
ち
は
何

而
己
g
Z
接
普
遍
申
に
晶
ヲ
資
料
宇
佐
量
完
全
醐
人
望
臨
し
て
お
里
子
.
」
お
母
さ
ん
乙
い
っ
た
や
さ
し
い
高
酬
を
ま
き
を
、
宇
事
J
F取

一

川

た

と

い

っ

て

も

量

刑

己

己

宮

も

細

か

川

り

咽

ん

で

い

ま

す

.

一
州
、
で
は
な
い
.

.

.

.

 

一-

;
.
1

.

.

.
 

い
心
遭
い
に
み
ら
川
与
品
な
週
酌
は
市
危
に
匹
開
書
れ
て

而

2

2

明

る

一

ρ
環
境
d

つ

く

り

こ

そ

急

際

れ

る

・

酬

い

ま

す

が

「

護

5

5

、

回

一

川

か

ら

、

書

高

度

ド

H
H
HH
H
H
ドト

H
r
l
L
H
H
H仁
川

円

U

年
に
時
宜
園
川
岨
、
川
利
用
?
?
f
y
乙
を

一
州
事
桂
、
オ

イ

ル

シ

は

捕

人

研

陣

会

を

川

製

怠

年

L

い

き

た

い

」

と

い

う

行

世

間

一

川

三

ツ

ク

、

公

害

、

M

松

戸

市

婦

人

団

体

連

絡

会

々

長

小

林

す

ゑ

さ

ん

開

催

し

、

学

習

に

酬

の

裳

著

書

問

一

ぷ

古

島

っ

て

も

、

一
川
イ
y
フ
レ
な
ζ

も
現
世
間
に
吉
川
楠
聖
書
、
息
体
白
体
現
聾

一
酬
と
れ
を
と
り
あ
げ
て
も
、
ζ
れ
ら
の
の
品
目

V
2平
年
」
が
刊
行
支
れ
た
ま
た
小
学
世
田
当
日
平
井
己
ろ
ま
t
組
ん
で
6
た
由
民
輔
聖
堂
。
手
¥
草
川
わ
ず
、
骨
引
浄
長
ぜ
て
き
た
宮
喜
ピ
y

一
川
時
代
白
河
れ
を
唖
眠
、
補
血
し
て
い
わ
け
で
雪
・
と
い
つ
ま
f
往
け
申
児
季
対
象
に
、
重
E
E
Z
大
い
に
桔
晒
し
た
い
と
そ
の
抱
川
田
同
岨
問
唖
に
、
事
霊
安
Y
パ

申
島
福
田
市
喜
露
晶
表
幹
品
、
番
手
妻
子
堂
お
そ
一
川
〈
己
主
要
抵
の
こ
と
で
は
な
い
に
詰
し
名
げ
で
は
な
い
@
と
く
唱
に
や
勺
て
お
り
ま
す
・
マ
イ
ク
ロ
噴
突
き
い
・
川
ー
は
霊
的
返
り
組
み
、
再
利
用
白

書
「
童
会
主
お
し
い
t
Z
き
た
。
蝿
R
A
亘
書
吉
事
案
一
川
。
し
か
主
の
問
、
仕
戸
思
謀
に
に
膏
草
間
固
と
は
削
向
き
止
す
パ
ス
義
人
し
、
主
L
は

1S
手
七
由
契
盟
百
戸
高
金
田
川
ル

L
づ

〈

足

場

主

主

れ
夫
名
た
の
に
、
九
十
年
罪
け
吐
て
ほ
し
い
・
も
し
や
ら
な
け
れ
ば
、
一
川
も
暗
号
室
葉
通
季
語
坦
み
た
い
と
の
望
か
雲
の
方
面
ら
童
せ
て
、
直
室
じ
た
り
し
て
金
さ
ま
れ
た
定
昭
和
四
十
六
川
干
ル
ピ
y
な
ど
の
よ
是
「
宮

て
E
b
h
t
そ
の
伝
杭
に
対
し
で
聞
い
現
議
委
主
り
ま
す
よ
」
と
の
吉
一
川
舎
な
ど
の
世
哲
高
に
あ
ま
・

2
に
-
E
り
岨
p
z
t
と
か
・
日
鵡
に
触
れ
る
柑
告
を
ト
サ
え
る
よ
一
フ
年
か
ら
り
と
白
己
主
、
ま
す
ま
す
川
官
、
し
か
も
議
院
で
盟
主
〈
れ

世
撃
手
主
に
、
そ
の
糟
神
宮
今
置
に
奈
は
‘
明
る
い
ま
に
つ
つ
ま
一
川
い
え
ま
し
由
一
陣
臣
、
い
ま
の
十
に
揖
め
て
い
手
・
し
か
し
そ
れ
に
そ
の
H
E
主
揮
害
れ
る
で
あ
る
川
る
」
と
い
弓
体
制
に
持
っ
て
い
〈
申
は

き
遇
さ
れ
る
事
事
件
し
表
さ
れ
た
・
罪
産
量
は
「
も
は
や
世
一
州
安
耳
、
多
忙
申
苧
時
間
白
円
か
百
円
で
し
ょ
う
が
、
そ

3
2
は

拍

当

白

資

金

忠

告

苦

手

立

川

容

警

は

す

ま

せ

ん

し

、

生

梧

霊

と

白

書

画

案

ん

だ

霊

苦

耳

目

曲

目

平

制

覇

も

抽

き

一

川

的

県

議

聞

を

劃

い

て

も

ら

い

、

:

志

望

。

察

随

喜

し

て

の

1

1

喜

望

町

内

暑

い

長

人

白

書

望

動

州

直
壁
、
中
間
い
と
子
、
z
-
襲
ず
ま
っ
て
い
る
@
人
類
白
臨
ま
ま
ぬ
而
っ
と
お
話
し
す
る
乙
と
が
で
き
た
・
ぞ
い
ま
す
で
そ
っ
ぃ

ζ
室
町
人
に
協
力
し
て
い
在
宅
苦
に
は
唖
謝
し
て
い
ま
す
」
川
4

干
、
哩
E
妻
名
古
田
一
字
通
が
れ
る
た
め
に
、
E

L

車

窓

霊

一

川

和

胞

の

よ

く

響

フ

小

柄

な

霊

震

に

し

て

チ

P

E

ら

が

た

苦

し

ま

宅

」

寿

美

え

議

室

門

事

由

州

曲
目
視
置
が
世
間
主
張
、
そ
告
も
た
ら
す
た
e
-
L
童
書
、
も
っ
と
一
川
か
ら
は
、
主
エ
先
T
Z
た
は
じ
め
た
の
に
は
由
っ
て
お
り
ま
Z
D
婦
人
会
皇
居
示
て
笠
叫
ん
っ
た
。
川

ぶ
れ
か
ら
も
蝿
属
議
幅
四
広
き
か
っ
力
主
い
で
聞
き
た
い
と
」
訴
え
だ
而
ま
り
と
い
っ
た
重
層
が
ほ
と
ば
し
す
。
つ
い
き
ま
zuは
、

歪

白

は

「

や

は

旦

固

思

議

に

あ

わ

川

か

が

え

る

-

E

怒

号

昌

広

古

車

中

思

一

川

る

・

お

や

つ

で

望

し

て

い

た

手

記

た

ぜ

夢

み

を

ヨ

3

t

い

と

思

い

ま

?

合

川

童
手
奪
回
晴
嵐
合
耐
震
臥
い
出
崩
し
の
皆
、
畳
往
生
宅
内
最
一
川
昨
年
は
松
戸
市
間
人
回
革
連
会
ち
が
、
向
告
書
恒
い
薬
え
る
す
・
主
主
義
音
露
骨
も

?

4

川

束
、
金
阻
む
一
耐
を
寝
間
唱
に
し
て
い
を
苛
唱
し
で
引
現
金
の
薯
も
そ
閉
u
t
。
一
割
一
一
z
一
=
一
一
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一
一
一
一
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海4

世
界
の
平
和
、
純
潔
、
排
酒
貫
〈

壬，..
{揮2唖E樫駒毘可》G麗坦490明第ユ55号(3) 

む
か
し
、
朝
出
近
五
十
一
一
-
R
C
宿
輔

が
、
舎
は
告
に
し
名
手
フ
大
砲
ロ
y
グ

ピ
ー
チ
白
簡
に
変
説
し
た
。

歴
史
宇
品
主
い
糸
、
明
咽

中
入

F
時
代
を
背
廉

ιし
た
ζ
白
町
昨
.

い
ち
早
〈
時
代
目
置
に
の
っ

τ虫
え
た

高
辺
一
帯
を
「
ζ
よ
ろ
さ
の
盟
」
と

曙
び
、
み
と
の
曜
い
高
E
R
山
を
パ
ヅ
ク

に
、
聞
は
掴
間
離
栓
迫
〈
踏
手
、
太
平

洋
「
A
H
t
E
白
出
置
白
地
は
、
睡
署

盟
理
由
地
と
し
て
4
土
町
住
采
が
は

げ
い
か
っ
た
.

武
司
邸
も
m
町
四
百
は
ず
れ
司
砂
丘
に
制

〈
.
一
礼
年
災
上
し
士
揖
野
晶
-
郎
自
別

邸
は
宏
壮
な
嗣
間
晶
D、
岩
晴
酎
問
自

殖
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
す
一
y
r
I
ス
ホ

ー
ム
も
晶
る
。

穂
川
旧
杷
州
軍
で
は
、
そ
白
骨
柑
由

宰
酷
に
は
叫
盟
十
へ
な
同
盟
会
が
面
年
開
か

れ
た
と
か
.

島
崎
嘩
村
は
鴨
年
己
よ
な
ぐ
大
確
を

重
し
、
A
「
で
は
人
砲
の
土
に
安
ら
か
に

眠
っ
て
い
る
.
「
E
よ
る
ぎ
由
盟
」
由

帯
辺
は
品
目
固
匹
と
は
一
正
k
h
t

「こ
よ
ろ
ぎ
の
関
一
」

「己
よ
る
ぎ
の
宝
」
は
開
ヶ
崎
と
も
は
樹
椅
バ
イ
パ
ス
が
誼
訂
ち
時
秒
守
れ

h
v

わ
れ
、
梅
水
臨
場
四
車
b
H
り
で
火
砲
ず
れ
に
画
に
え
る
.

町
名
を
去
h
I
に
と
p
v
っ
か
せ
た
.
往
年
の
知
市
也
管
持
っ
た
乙
白
町
も
‘

穂
川
次
期
目
巨
匠
w
主
晃
μ

軍
白
宙
開
い
つ
か
時
代
的
置
に
す
っ
ぽ
り
車
り
揖

園
山
由
拾
を
見
士
ご
と
が
あ
る
。
草
さ
れ
て
主
っ
た
.

山
は
障
と
そ
骨
と
愛
ら
ね
ど
、
究
明
と
町
全
体
が
静
か
な
士
た
ず
ま
い
わ
中

時
代
の
置
は
己
申
周
回
と
理
警
密
政
で
、
聞
か
に
岬
唖
レ
よ
る
よ
主
.
り

な
〈
亜
手
」
し
ま
っ
た
。

ζ
ん
な
一
つ
白
地
域
白
中
で
も
、
時

同

小
平
畢
敵
き
と
い
う
小
高
い
山
町
量
代
転
樫
白
躍
世
は
小
人
き
〈
掛
り
ひ
ろ
げ

い

に
は
、
剛
容
@
宇
に
倒
れ
十
安
田
昌
広
島
れ
、
人
ぴ
と
室
主
貨
に
新
し
い
歴

d

華
街
禁
雪
-
-
Z
一
豊
し
買
を
一
作
り
な
が
ら
苦
担
げ
て
い
〈
・

鷲

+
』
担
田
山
心
申
白
山
も
は
と
点
し
い
・
〈
写
真
は
島
崎
高
村
の
直
マ

安

ま

た

自

足

型

宰

相

と

い

わ

れ

た

畠

田

〈
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地
量
刑
必
ら
ず
来
ゐ
.
閉
日
起
き
て
も
本
E
a
t

は
な
い
と
い
う
政
治
ふ
号
車
し
た
笠
お
い
る
。
そ
D

2058子
も
う
け
る
企
業
が
あ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
、
醒
い
白
用
者
も
っ
て
み
て
い
た
と
ζ

ろ
、
売
日
来
年
七
回
M
H
陣
、
酎
置
付
石
油
ス
ト
ー
ブ

で
な
げ
れ
ば
他
え
な
い
と
い
う
。
今
ま
で
世
っ
て
い

士
石
抽
ス
ト
ー
ブ
を
恒
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
輯
剛

力
は
と
己
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
.

地
置
に
な
っ
て
都
市
庄
栢
モ
一
&
心
配
な
の
は
火

で
あ
り
そ
白
も
と
は
ガ
ス
.
電
興
円
、
そ
し
て
石
抽
ス

T
7、
ガ
ス
、
電
恒
は
軍
V官
梢
ず
己
と
と
聞
時

に
供
桔
開
白
X
イ
ッ
チ
を
必

ιヂ
切
る
己
と
を
輯
描

づ
げ
て
も
ら
い
た
い
.
ガ
ス
膏
由
折
れ
口
か
ら
も
れ

る
ガ
ス
白
引
先
卒
ノ
E
火
山
事
町
原
因
に
な
る
だ
同
0

・ヲ一。
文
石
抽
ス
ト
ー
ブ
の
同
盟
内
需
悩
問
先
器
が
つ
い

τ

い
な
〈
と
も
究
を
梢
す
劃
作
陪
人
聞
が
す
幸
吉
品

商
づ
け
る
べ
き
モ
あ
司
て
、
開
開
力
人
聞
か
白
よ
う

に
、
補
地
す
る
人
間
幸
荒
立
石
油
ス
ト
ー
ブ
白
歯

制
的
買
い
控
え
に
は
反
問
す
る
.
拘
置
の
な
い
日
本

が
現
存
す
る
石
摘
ス
ト
ー
ブ
を
霊
辛
ぞ
新

'ν
く

買
聾
且
冨
せ
よ
手
と
す
る
官
業
ヱ
ゴ
に
a
R
せ
b
れ
た

も
令
つ
な
お
持
付
け
に
癌
浄
お
ぼ
え
る
.

も
し
そ
う
i

な
ら
梢
防
唱
唱
を
出
し
な
け
蹴
が
そ
白

貴
闘
抽
臼
揖
ず
べ
き
だ
と
且
う
.
地
震
骨
髄
に
先
づ

ル
刊
を
梢
し
て
と
い
う
己
と
は
副
市
で
は
ガ
ス
と
石
油

の
火
を
梢
ず
白
に
グ
ラ
ッ
ト
き
た
開
聞
に
出
来
る
動

作
で
あ
る
.
人
間
白
い
な
い
時
引
を
つ
H
t
お
〈
無

酔
を
な
く
す
よ
う
な
長
話
に
切
り
か
卓
夫
白
仕
ー

は
モ
れ
を
陸
型
人
が
必
り
ず
摘
す
.
と
い
2
g
出
量

慣
を
島
に
つ
け
自
動
消
火
器
な
ど
に
妄
ぜ
る
べ
き
t

は
な
い
.
も
し
作
動
し
な
か
っ
た
P
E
う
な
る
の
だ

ろ
う
か
、
そ
れ
と
唱
愚
謹
厳
導
L
散
在
す
る
ガ
Y
H
M

Y
ス
タ
ン
ド
群
也
管
臨
し

τ晋
A
戸
』
〈
ぐ
h
り
肱
け
て
目

的
地
白
広
場
に
汗
き
つ
〈
湾
内
ヨ
か
.

抽
置
に
な
っ
4
b
b
火
を
摘
し

τ、
す
ぐ
時
ぴ
出
す

よ
り
も
地
壇
の
判
期
輯
火
を
た
し
か
め
て
か
ら
一
地
置

の
丈
き
さ
と
ゆ
れ
由
民
さ
式
事
目
指
そ
状
視
を
判
断

'
ぞ
か
ら
措
軒
目
的
地
へ
恒
雄
離
を
唱
え
る
べ
き
だ

と
E
A
J
.
置
障
す
る
酬
に
す
る
べ
き
同
闘
行
動
に
つ

い
て
白
置
斑
酎
高
白
研
究
を
す
べ
き
官
は
な
か
ろ
う

か
.
(
碑
交
相
互
角
年
位
・
同
本

tv

一トス耐震石油
. . 一ー…

うすくちはlωもち控えめにお使いくださるよう!こ・.満?こされてゆく充実感がうるおいのテイジンの顔。きょうの、新鮮な明治牛乳を

申

さ

に

づ

ら

ふ

と

は

き

く

も

の

に

か

か

る

詑

、

そ

ん

な

形

容

が

ぴ

っ

た

伝

子

く

ち

ヒ

カ

ン

マ

ル

・

ウ-¥
~、、，

-' I 
、'......-"'"

「十¥
/ 

/' 

、

‘;74/ 
もr-.7

ぺS'PECIAL

、岡

テイジンの素材

テイジンといえI!、す「に

「畿維のメーカーJという

イメージが浮かぶことで

L止う。テトロン、ナイ

ロン、アセテート、ベス

ロンなど、 111.供している
素材を滋ぇ上げても主り

がありません。そのうえ

国内外の情報網を通じ

て新しいファッション{判

新しい素材作りなどに島

英釦Ol:l!:tり組んでL法九

テイジン I~ 、繊維の分野ばかりでな〈

いろいろな分野でのカオを持っていまゥ九

，ここにご紹介したのも、そのなかの一部ですが

身の回りのあらゆる事業にi舌践して
私たちの生活t二、少しでも役立つ会社でありたL、

と考えていますミ

帝人ポJレポ

rj奇心地Jの兵舎を提供

して弘、るテイジンが、r乗り

心地Jの良杏を提供する

車、スウェーデンの名卓

あのポルポ一一。極奪の

地で生まれただけあって

その耐久性、安全性、居

住性のすべてに、細かな

配慮がなされています。

テイジンl阜、「帝人ポルポ株

式会社Jをぷ立。この世界

の名事をお届りじています。

オリエンテーリング

L、まプームを呼んでいる

ヌポー夕、それがオリエン

テーリング。頑と:IJラダ

の両方を{史うこと。自然

の野山で行なわれるこじ

どの点をkってふ運動

不足の現代人にうってつ

けのスポーツといえるで

しょう。テインンは、この

スポーツの普及と推進に

協力していま"t.晴れた

休日、どうぞ炎快なt干を。

ァイジン パピリオ

テイゾン"ピリオは7ァツ

ショナプルな化J粧品会社。

テイシンのファッション頑

とパピリオの長い経験が

一緒になって、トータル

な美しさをお届けします。

たkぇI!、新製品である

ローテ .yリーズカえその

1つ。女性の美しい案机

づ〈りのために生まれた

最高級基礎化粧品、B品

でホ己おr肌へいたわりを。

4 

弘、

rJヤゑ

もっとも進ん1e.."包uii主Z」t凶法を
採用外れや入手に全くふれず

オートメーションシステムにより
衛生的につくられます

牛乳のもつ風味や栄養はそっくり

そのまま明治牛乳lま はんと

うに新鮮な牛乳です

、、

四
割
liiJj| 

正

当

、，

J 

毎日飲もう.グ

、、

書類生堂スベシ7て)~1ヒ粧品

~ 

号;:~:;~
仁唖主主ZTよfJY社 …叫悼式会社ヒカシマル皇室油

ー，

. .:: ~主文 l左右近くの明治牛手υEへどっそ券 明治事L築
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〈第~3種郵便杉吉正苦可)Gil主著書890号〉第ユ55号

長，
........，.-.x 恥 '~~y

判明問、

“『月九 M件以

め沖棋

新‘
年‘

住ミ

押入れ、洋服ダンスの持

除、外廻!J掃除

食

年末、年始の献立を考え

る食器の点検

衣

大物洗泌(シーツ、カパ

}、カーテン等)縫いか

けの仕事を仕上げる ・ヨに

必の点検

不用品は知人にゆガるも

の、助け合いに出すもの

Dフォームするもの、処
分するもの等に分額

寝具大洗溜

をカ協
司'品、

‘ー
に
砂そ
惨な
bえ

砂て

-
イ
晶

一
ト
耗

一
、

消

一
所

・

函
き
洗
ふ
、
ス

除

5
.

開
力
団
フ

所

Y

ロ

台
レ
を

口問味斜、乾物類を買う ・

献立災に従って年始の分

まで鎖、フライパンを磨〈

河川月
1
泡

金

併炉、-，，-・... 励e・o・""JIM固‘.嗣p・・同a明批'ー・，..幽.... ・-，

玄関、下駄箱掃除 ・笠内

装飾
者
お
菜
た
お
、・ジ

検
ン
れ

点
ポ
〈
入

の
ス
し
賞

品
、
新
品

用
ん
は
用

所
き
旬
月

台
ふ
し
正

外出容の点検と手入れ ・

来年の衣服計図

。
E 

英

信
などの登浬f!:1L{)( 年賀状活き ・買曽Dもの ・家計却しめ<<!J

19111'1>叫。C;，le.oda<
守1:.:出ポ栴f?{f/w山崎

東
京
の
高
山
と
い
え
ば
、
着
る
も
の
っ
て
お
い
た
バ
タ
l
ク
y
iム
を
絞
D

作
り
に
馴
れ
な
い
中
徒
さ
ん
を
励
ま
し

食
べ
る
も
の
、
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
気
の
出
し
な
が
ら
、
先
生
の
指
は
ま
る
で
泊
て
い
ま
す
。

き
い
た
庖
の
多
い
楽
し
い
ジ
ョ
ッ
ピ
ン
闘
で
も
例
く
よ
う
に
動
い
て
、
ま
た
た
と
の
斜
曲
四
校
笠
は
、
昭
和
一
二
五
年
の

グ
の
街
、
若
釘
の
衡
と
い
え
る
で
し
ょ
〈
附
に
務
突
の
放
っ
た
木
の
切
り
株
を
創
立
。
も
つ
十
六
年
も
乙
の
青
山
で
怨

ぅ

。

思

わ

せ

る

ケ

1
キ
が
出
来
上
り
ま
す
。
突
な
歩
み
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
の

そ
の
一
角
の
ピ
ル
の
二
階
の
、
家
庭
乙
ζ
で
ジ
シ
グ
ル
ベ
ル
の
音
が
問
え
れ
ヒ
ケ
ツ
を
神
山
校
長
に
間
〈
と
「
交
通

の
味
を
基
礎
か
ら
教
え
る
苛
山
白
冷
料
ば
.
さ
し
ず
め
ク
リ
ス
マ
ス
イ
プ
と
い
の
使
が
よ
い
と
と
(
地
下
鉄
炎
参
道
近

要

執

筆

を

訪

ね

て

み

ま

し

た

。

・
l
i
li
1
11
1
1
1
1I
l
li
--
I
l
li
t
--

-
-
J

外
に
は
師
走
の
寒
い
風
が
吹
い
て
い
‘

一

一

る
の
に
、
陶
向
き
の
問
る
い
教
室
の
中

j

p

，、云ヒ町、，
F

I
三

、

，

・

一

は
、
色
と

2
8エ
プ
ロ
ン
を
つ
け

見

A

忍
阪
方
ν
-
d
H刈
争
令

一

メ
モ
を
と
る
熱
心
な
お
援
さ
ん
や
若
い

辛

子

4

4
a
d

4

|

|

一

奥
さ
ん
で
あ
た
た
か
な
ふ
ん
凶
気
。

什
け

口

O

ム

一

警
で
は
お
蓋
T
作
旦
筋
に
、
一
一

g
a
-
-
p
・・

'
t
'

一

十

産

2
2ァ
2る
襲
和
郎
・

教

庄

企

林

疋

h
:ーっ
・

・

:

一

先
住
を
閲
ん
で
H

ク
リ
ス
マ
ス
の
薪
型

I

4
」ヌ
示
制
旬
づ
F

1

1

一

ケ
ー
キ
か
の
勉
強
。

一

一

先
生
の
ユ
1
モ
ア
ぞ
ま
じ
え
な
が
ら

f
il
l
-
-
11
i
l
ll
l
ll
l
l
lー
ー

ー

ー
ー
ー
ー
ー

ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
ん
だ
壁
、
そ
し

?
2こ
さ

し

ょ

え

〈

)

も

あ

り

ま

す

が

、

テ

レ

ピ

、
ラ
ジ

手
さ
ば
き
ょ
く
動
く
先
生
の
抱
の
先
き
先
伎
の
駒
治
が
す
む
と
、
グ
ル
ー
プ
オ
な
ど
で
も
お
な
じ
み
の
終
験
ゆ
た
か

か
ら
は
つ
ぎ
つ
タ
乏
斜
殉
が
借
れ
て
く
‘
に
分
れ
て
英
明
で
す
。
な
一
流
の

m師
陣
の
御
指
摘
唱
の
お
か
げ

る

。

福

泉

先

供

は

「

同

じ

材

料

で

も

何

時

し

よ

う

。

天
火
か
ら
出
さ
れ
た
ミ
ル
ク
と
コ
コ
で
も
同
じ
味
に
出
来
る
と
は
か
ぎ
ら
な
本
斜
を
終
へ
て
も
、
五
年
近
く
も
遜

ア
の
二
色
の
ロ
1
ル
ケ
ー
キ
に
、
グ
ャ
い
。
何
回
も
や
る
ζ
と
。
回
を
危
ね
る
っ
て
く
る
然
従
さ
ん
も
多
い
の
で
す

ム
を
ぬ
D
合
わ
せ
て
活
き
、
先
き
に
作
毎
に
良
く
な
り
ま
す
よ
」
と
、
ケ
1
キ
よ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

の

/ 

E5523?22自宅長i持自5;iii警
O 冷 P正せ室品 、=聞の 従回いの協か問事fi楽、軍軍は

子襲警星日向252号待詩警告k菜室雪
恩思霊室へ評 Iパ作語、 多ク好あま里愛妻ぺの?壁

EX宇完結222222ごてK43ト長
話工 225RZ主EZZEEそ32自22
空 空午七五露塁宅関長室すぉ空交/、¥

差棄荒呈?護軍事室主会そ慧ぬまま主祭主喪 〔ミノ
李主古空宇宙緊z主語さあき手セ季益活審 (-') 
壁( 英臼 年霊早宮 U;E品。酒匂と突安〉ーく
富十霊童計昔時五合計堅議会(再)
菱Z E弓2 5賃金会?弓 (報)
喜平 差 。皐 品25宍言語

くらしに役立つ酒の知識

③
一
月
二
十
四
日

効
用
と
筈
ハ
E
〉
1

酒
と
こ
こ
ろ
l
「実

説
・
田
本
の
酒
」
著

者
・
鍵
貿
進
先
生

@
一
月
二
十
七
日

濁
と
家
底
H
雑
貨
進

先
生

⑤
一
月
三
十
一
日

お
い
し
く
飲
む
コ
ツ

.
つ
ま
み
の
コ
ツ
日

酒
類
、
食
品
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
技
術
十
泌

積
忠
彦
先
生

⑤
a

a

月一一一日

酒
は
ど
う
や
っ
て
で
き
る
か
l
果

実
酒
、
判
明
酒
の
っ
く
り
万
l

出
叫
繍
忠
彦
先
生

⑦
価
問
と
交
問
・
世
界
の
風
本

サ
ン
ト
リ
ー
ツ
ム
ジ
エ
ス
ク
ー
ル

校町民
・
鴨
川
附
比
占
先
生

⑧
a

一
月
十
回

世
界
の
ワ
イ
ジ
H
ワ
イ
ン
ス
ペ
シ

十

D
ス
ト
・
芥
国
政
子
先
生

@
一
一
月
十
四
臼

酒
と
女
性
H
女
子
塑
学
院
短
大
技

授
・
江
酬
明
潤
先
隼

⑪
一
一
月
十
七
日

溜
の
筒
段
の
か
ら
く
り
H
徳
樹
忠

露
先
生

受
語交
京
成
立
基
五
教
育
館

@
受
付一月
十
三
日
(
氷
〉
午
前
ト
時
か
ら

前提回目混交
-M反
容
臼
一
丁
目
十
六
割
曲
二

十
一
せ
交
庶
民
役
所
社
会
教
育
課
。

一
一
話
(
八
一
二
U

七
二
一
番
。

d、
山

建

'~~".A:iが、河冊、，

，u会終υ

d耳
白、、 匂 J

山
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.. ~. 
一!日

長
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51・12・

lrlffiIjJ円以上の詰合せ 行-刊
常明言

SR-SO￥7，400 
サンドJーローヤル、オーJレド同合せ

SPRSR￥8，000 
サントリーローヤル、リザーブ結合せ

SR-02￥10，000 
サントリーローヤJレ2本信合せ

SO・06平 13，500
サントリーオーJレド6本・木籍入申

l 円以上の詰合せ んよ議線機機組l

5P-50 ￥5，400 
サントリー1)ザーヌォ-.11-ド日合せ

50・VP￥5，700
サントリーオールF

サシFりーフランデーV.S.O.P請合せ

sp-vp :.，.'6，500 
サントリーリザーブ

サンド~-'プランテ'-v.S.OP 詰合せ

Em凪量I!!量産宣彊盟国富盟圏直田富醒轄軽率務務委Zマ二

SO・MRY3，OOO 
.，.ントリーオール

ポルトガルワインマテウス・ロゼ中J![
特製コルクスクリュー(単酒150内}付%1;合せ

SP・01￥3，000 LR-N2 ￥3，000 
サントリーリザーブ サントリーシャトーリオン(!，，'白}
ギフトパッケージ 特忌コJレpスクリュー11'品会せ

ユニセフ(臨海児賀基金)は、開発途上国の児童苫救済のため

毎年各国の陸I雪まからデザインを寄贈してもらったグ!J~ティン

グカー ド・絵はがき ・カレンダ}を販売しています。

今年のカ}ドは、デンマ}クのスベジト ・オットーの r.v!J 
}を阻んでJ ( 1箱 2種銀各5伎で10校入'!J800円)で、絵は
がきは、ザイ}ルのピ1)ピDの作品 f篤と魚J r.鹿(1箱 2
筏;煩各10枚で20枚入!J8oo円)です.
1977年デスクカレジターは、世界中の著名な写真家による乎
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あ
わ
た
だ
し
い
年
の
容
が
、
や
っ
て
る
み
の
動
物
、
ま
?
手
作
り
の
ケ
l
キ

透

明

ガ

ラ
ス

き
ま
す
。
新
し
い
年
を
さ
っ
ぱ
D
と
し
等
早
め
に
心
が
け
て
作
り
ま
し
ょ
う
。

-
油
の
汚
れ
|
|あ
ま
hu
ひ
P
て
な
い

た
き
れ
い
な
繁
で
迎
え
た
い
と
は
陛
し
御
肉
親
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
、
籾
と
き
は
、
中
性
洗
剤
か
炭
酸
で
ふ
く
。

も
が
思
う
ζ
と
。
年
末
に
な
っ
て
十
八
慌
し
い
お
年
寄
D
、
子
p
r旬
だ
ち
そ
れ
か
厚
〈
ζ
び
り
つ
い
て
い
た
ら
シ
ン
ナ
ー

て
争
子
d

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ら
新
聞
配
達
の
少
年
た
ち
に
、
さ
さ
や

mmで
咋
惜
し
、
そ
の
あ
と
中
性
洗
剤
で
ふ

や
D
の
ζ
し
た
仕
事
が
な
い
か
、
ま
た
か
な
手
作
り
の
贈
物
を
し
て
狙
い
変
幻
〈
。

新
'
}
く
す
る
も
の
や
不
用
品
が
た
ま
つ
を
つ
づ
け
て
ゆ
〈
の
も
長
婦
の
心
が
け

・
ベ
シ
キ
が
つ
い
た
ら
l
i
切
り
出
し

て
は
い
な
い
か
、
今
か
ら
予
定
を
た
て
で
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
ラ
か
。
ナ
イ
フ
か
カ
ミ
ジ
H
U
の
片
刃
で
ガ
ラ
ス

て
気
持
よ
〈
容
ら
し
ま
し
ょ
う
。
恐
ろ
し
い
ま
で
の
物
価
の
上
幻
ノ
率
を
に
慨
を
つ
け
な
い
よ
う
に
削
D
と
っ
た

十
一
一
月
に
入
勺
て
か
ら
の
家
頃
を
別
思
う
と
き
、
銀
計
初
の
数
字
は
山
活
を
あ
と
、
残
っ
た
汚
れ
を
み
が
き
粉
で
取一

去
の
よ
う
に
、
衣
、
食
、
佳
に
分
け
て
写
す
鋭
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
震
に
応
川
同
岡
山

m
mmmmm
l

一
一
一
泡
ま
で
の
予
定
去
を
作
っ
て
み
ま
し
じ
た
旅
行
計
画
、
行
事
、
新
調
す
る
も

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
で
ム
夫
を
加
の
あ
れ
こ
れ
、
必
嬰
な
も
の
を
計
画
し

-
-
F

え

て

下

さ

い

。

来

年

の

予

算

を

家

燥

で

話

し

合

っ

て

た

=

E
E

一一

大

き

な

掃

除

は

=

一

制

百

単

品

で

に

す

ま

で

て

み

ま

し

ょ

う

。

，

=

剥

せ
、
第
四
泡
は

Z
B昔
、

忙

し

い

仕

事

首

長

を

す

と

に

簿

港

建

魚
だ
け
に
し
、
す
ス
マ
ス
と
お
正
月
出
す
ζ
と
も
火
切
で
弐
家
族
そ
ろ
っ

子

め

を
迎
え
る
震
を
し
て
、
書
い
た
辱
て
平
和
な
す
ス
マ
ス
イ
プ
喜

g

U
E・

;
l
FSj

町

V
E剛

11

疋
玄
説
芯
魁
司

1
品
i

午ー

の
容
を
す
と
し
た
い
も
の
で
す
。
っ
た
り
、
冬

蓄

え

に

は

学

習

し

に

…

:
;
一

-議

惑
の
き
仕
事
は
、
何
も
か
も
議
や
わ
ら
か
な
雪
に
震
を
い
や
し
、

す

?

;

町市川ー

が
一
人
で
す
る
の
で
な
く
、
御
主
人
や
問
ら
ん
を
指
し
む
年
の
容
の
ひ
と
時
も

戸
伽
引
恥
醐
醐
臨
機
購
瀦

家
族
の
人
に
も
分
担
し
て
も
争
え
る
よ
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

然

、

入

総

隣

国

関

脇

鶴

ぅ
、
上
手
に
分
節
す
る
の
も
よ
い
で
し
忙
し
い
月
で
す
は
、
自
分
を
大
切
に

}
ν
=『
.

d
喝

aa優
陣

ょ

う

。

ず

る

ζ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

も
q
q
J
.
畿
酪
聡
鴎
磁
路
鄭

異
状
な
物
価
高
の
折
か
ら
主
婦
の
創
も
の
。
走
る
べ
き
道
の
り
を
定
主
交

重

町

=

醐
鰯
獄
欝
綴
翻

意
工
夫
で
手
作
幻
の
小
物
、

2
cか
け
て
、
ゆ
〈
年
を
送
る
鈍
の
音
を
心
ゆ
た

m
1
J

醐
醐
醐
醐
聴
醜
醜

な
ど
お
年
寄
り
の
喜
ぶ
も
の
、
縫
い
・
ぐ
か
に
聞
き
ま
し
ょ
う
。

鋪
濁
溜
溜
縄
繍

4

4

4

『

乙
と
し
は
冬
が
早
い
と
い
わ
れ
て
い

力
ラ
ス
を
き
れ

ρこ

ま
す
。
喜
子
る
ミ
セ
ス
に
と
っ
て

1

・
a

-

-

-

-

-

・
4
1
1
i
1

も
っ
と
も
荒
れ
や
す
い
の
が
手
。
ま
た

h
F
 

ガ
ラ
ス
は
必
ず
月
に
一
一
四
銭
い
て
い
い
て
い
る
稼
皮
な
ら
お
湯
ぷ
き
か
、
か
物
理
的
条
件
か
ら
-
さ
ら
に
荒
れ
や
す
い

る
と
、
い
つ
も
汚
れ
を
気
に
せ
ず
に
す
ら
試
き
で
究
分
で
す
が
、
汚
れ
に
よ
っ
の
が
密
で
す
。
手
と
口
密
の
荒
れ
予
防

む
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
て
は
、
洗
剤
や
薬
品
な
ど
を
使
っ
て
汚
を
早
め
に
心
が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

民
主
方
は
、
さ
ら
っ
と
し
た
撲
が
つ
れ
を
搭
し
ま
す
。

マ

手

を
守
る
四
つ
の
じ
ン
ト

り

除

く

。

い

事

ー

す

る

乙

と

。

(

汚

れ

の

と

り

方

は

・
フ
ェ
ル
ト
ベ
ン
の
汚
れ

l
ー
か
ら
ぶ
透
明
ガ
ク
ス
と
同
じ
だ
が
、
渡
い
涜
剤

き
か
、
シ
ン
ナ
ー
で
ふ
く
。
ゃ
み
が
き
粉
は
、
ス
リ
閣
の
闘
に
つ
ま

・
ク
レ
ヨ
ン
の
汚
れ

l
!ガ
-
フ
ス
み
が
る
の
で
使
わ
な
い
ζ
と
)

き

で

取

れ

る

。

化

粧
ガ
ラ
ス
に
つ
い
た
汚
れ
|
|
洗

ス
リ
ガ
ラ
ス

剤
か
、
み
が
き
粉
を
塗
っ
て
か
ら
歯
プ

@
フ
ェ
ル
ト
ベ
ン
が
つ
い
た
ら
|
|
シ

v

フ
シ
で
、
た
た
〈
よ
う
に
統
ず
。

ジ
ナ
1
類

で

と

れ

る

。

そ

の

時

、
ガ
ヨ
ス
に
衡
を
つ
け
な
い
よ

・
ペ
ン
キ
が
つ
い
た
ら
l
lス
ジ
面
に
う
に
注
意
す
る
ζ
と。

傷
浄
一
っ
け
な
い
よ
・
つ
に
、
何
回
も
水
況

最
近
の
ミ
セ
ス
は
、
顔
の
メ
イ
ク
ア

ッ
プ
が
上
手
に
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、
一
の
ク
ヨ
!
ム
や
ハ
ン
ド
ク
D
iム
を
、
-
わ
け
で
、
そ
の
効
果
の
高
い
の
が
ジ
ヅ

手
の
荒
れ
は
対
象
的
に
め
だ
ち
ま
す
。
一
説
関
所
か
台
所
に
お
い
て
、
}
一
家
で
使
一
プ
ト
D
lト
メ
ン
ト
ク
H
J
lム
で
一
ず
。

面
倒
が
ら
ず
に
、
毎
日
の
小
さ
な
心
づ
一
周
し
て
は
い
か
が
?
揮
を
促
高
一
雪
量

Z
lム
と
い
う
べ
ま
の

か
い
で
突
し
さ
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
一
分
が
あ
る
の
で
、
子
供
や
お
年
待
り
に
一
で
、
吸
収
は
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
十
分
に

①
潟
わ
か
し
器
は
適
温
で
す
か
一
も
種
宝
さ
れ
る
で
し
ょ
恒
三
一
一
植
を
町
渡
し
、
荒
れ
た
密
も
次
第
に
凶

瞬
間
割
問
わ
か
し
怒
の
便
利
さ
が
か
え
一
③
水
仕
事
の
と
き
は
ゴ
ム
手
袋
を
一
役
し
て
い
き
ま
す
。

っ
て
手
を
況
し
て
い
ま
す
。
あ
つ
い
お
一
台
所
用
や
洗
満
期
の
洗
剤
を
使
フ
と
一
ま
た
、
日
常
は
U
紅
を
ぬ
っ
て
お
く

溺
は
手
の
脂
肪
分
を
奪
会
の
で
肌
荒
一
き
は
、
ゴ
ム
手
袋
を
使
っ
と
、
皮
膚
を
一
だ
け
で
も
か
獲
さ
れ
ま
す
。
タ
バ
コ
、

れ
の
大
き
な
臥
因
。
適
旧
制
は
四
二
5
四
一
傷
め
ま
せ
ん
。
水
仕
事
の
多
い
ミ
セ
ス
一
夜
ふ
か
し
で
留
を
荒
ら
し
が
ち
な
と
主

宅
度
ま
で
@
入
浴
の
適
温
と
お
な
じ
で
一
の
手
は
慌
燃
し
て
あ
れ
や
す
い
の
で
す
一
人
に
は
、
無
色
の
男
性
ク
p
lム
を
ぜ

す
か
ら
、
そ
の
見
当
で
調
獲
し
ま
し
ょ
一
カ
サ
カ
サ
し
て
、
あ
か
ぎ
れ
し
や
す
い
一
ひ
使
用
し
て
ほ
し
い
も
の
。

ぅ

。

一

人

は

ゴ

ム

手

袋

で

保

護

す

る

乙

と

も

忘

一

顔

の

?

?

す

1
ジ
の
と
き
、
臨
も
軽

③
洗
剤
の
使
い
方
は
正
し
い
で
す
か
一
れ
ず
に
。
ま
た
お
や
す
み
前
に
ハ
ン
ド
一
〈
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
荒
れ
を
防
ざ
ま
し

決
剤
の
除
液
を
ス
ポ
ン
ジ
に
つ
け
て
一
ク
刀
I
ム
を
つ
け
、
納
の
手
袋
で
お
お
一
斉
フ
a

な
お
、
ふ
と
ん
ぞ
か
ぶ
っ
て
後

食
器
洗
い
を
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
ζ

一
っ
て
お
く
と
翌
朝
、
み
ち
が
え
る
ほ
ど
一
る
の
は
荒
れ
の
元
で
す
か
う
と
注
愈
を

れ
は
厳
禁
で
す
。
必
ず
標
潜
の
使
用
量
一
指
先
が
し
っ
と
D
と
し
て
い
ま
す
。
一

ω流
れ
を
防
ぐ
食
べ
物
を

に
薄
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
手
の
一
〉
唇
を
守
る
=
一つ
の
じ
ン
ト

一
ピ
タ
ミ
ジ
を
十
分
と
る
と
、
か
な
D

す
す
ぎ
に
も
注
意
し
よ
う
。
一
な
め
ら
か
な
容
は
、
女
性
の
魅
力
の
一
の
回
復
が
期
待
で
き
ま
す
。
荒
れ
を
回

水
仕
事
の
且
援
に
は
、
洗
演
の
溶
液
一
大
き
な
嬰
楽
で
す
が
、
建
風
に
さ
宇
'
一
復
さ
せ
る
ピ
タ
ミ
ジ
は
A
、
B
2、
B

あ
る
い
は
食
味
洗
い
の
汚
れ
が
手
に
残

-と
す
ぐ
に
荒
れ
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
一

6
な
ど
で
卵
賞
、
牛
乳
、
レ
パ
1
、
大

ら
な
い
よ
う
、
手
先
だ
け
で
な
く
、
手
一
留
に
は
汗
般
が
な
く
皮
脂
線
も
と
く
わ
一
一
阜
、
チ
ー
ズ
、
肉
獄
、
に
多
〈
含
ま
れ

首
、
腕
の
あ
た
D
ま
で
十
分
に
洗
い
流
一
ず
か
。
ま
た
外
界
の
刺
激
か
ら
痔
篇
を
一
て
い
ま
す
。

し
ま
す
。
ペ
ピ
l
セ
ッ
ケ
ン
な
ど
は
利
一
守
る
た
め
の
角
質
附
が
未
完
全
な
の
で
一

ω容
の
マ
v
サ
I
ジ
、
体
擦
を

一
激
が
な
〈
、
匂
い
が
お
だ
や
か
な
の
で
一
す
。

一
顔
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
一
緒
に
、
将
の

一
台
所
に
立
つ
ミ
セ
ス
の
手
を
守
D
ま
一
し
た
が
っ
て
、
唇
の
荒
れ
チ
助
法
は
一
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
取
hu
入
れ
、
血
行
の
よ

一
ナ

。

一

ま

ず

・

j
i
-
-
i

一
い
夫
し
い
開
酷
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
.

一
@
一
家
に
一
ピ
ン
、
首
都
周
ク
リ
ー
ム
を
一
①
泊
分
で
傑
獲
す
る
。
一
口
容
の
依
協
同
で
、
若
々
し
い
口
河
作
D

一

ヒ
ピ
、
し
も
や
け
、
あ
か
ぎ
れ
車
用
一
唇
を
お
お
っ
て
保
緩
ず
る
膜
が
必
要
な
一
を
し
ま
い
う
ゆ
〈
資
生
営
一
〉
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